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鶉上高橋ミニデイ たのしい会晰

上高橋ミニデイでは、毎月ミニデ

イの時には、ボランティアによる

手作りおやつが会員さんに振るま

われています。 5月 は節句にちな
み、ちまき作りでした。懐かしい

味にみなさん子どもの頃を思い出

しているようでした。

おもな内容

平成 19年度 太刀洗 B丁社会福祉協議会事業。決算報告
2・ 3/ペーソ

情報のページ  4・ 5ページ
。社会福祉協議会役員の交代について
。新任職員紹介
。ひょうたん村でのそうめん流し
。福岡県社会福祉協議会からのお知らせ

ミニデイのページ 6ページ
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この社協だよりは、共同募金の配分金より発行しています。



平成20年 8月 8日 社協だより

事業・決算報告倣籾
え合いのまちづ<り」を目指し事業を実施しました。

議員の構成の見直しを受けて、広がりのある視点で多方面の

を掘り起こし、関係機関と連携を取りながら、課題解決へ素

送運営協議会を経て、九州運輸局への登録が許可され、平成

ます。

◎
行
政
相
談
開
設
し
て
い
ま
す
　
第
４
水
曜
日
　
９
時
～
１２
時
　
［電
話
相
談
窓
□

８
２３
‐
２
６
１
０

■凸凹の会 (点訳の会)毎 月第2・ 4木曜日実施
会員数11名

■身体障害者福社会への支援

■視覚障害者へ朗読ボランティアによる“声の広報
"

録音テープ配布

(5)子育て支援の推進
■子育て支援センターヘの支援

=子
ども見守り隊への支援

(6)母子・寡婦・父子福祉の推進
攀母子寡婦福祉会の援助

(7)ボ ランテイア活動の推進

筆ボランティアセンターの運営

摯ボランティア連絡協議会への連携

幕ボランティア入門・養成講座の開催
。移送サービス (1/25)・朗読研修会 (3/2)
。手話入門教室 全24回
・パソコン点訳(8/9～ 9/6)全4回

■ボランティア情報誌「ちょばら」の発行 計3回発行
苺ボランティア相談、登録斡旋

苺ふくおかきずなフェスティバルヘの参加 10/27
12名参加

(8)福祉教育の推進
■福祉教育連絡会の開催

=「
ともに生きる」配本とその活用

町内小学5年生206名に配布

驀小。中学校の福祉教育への協力と支援

■保育園。所の福祉事業への援助

(9)共同募金。歳末たすけあい運動の協力

●共同募金   実績額 3,636,027円
■平成19年度 (平成20年度事業)B枠配分
配分金合計 2,823,700円
議歳末たすけあい募金  実績額 759,400円

=歳末たすけあ
い募金配分結果 配分金合計757,000円
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地域福祉講座

(10)当事者組織への支援

■とまり木の会への支援 (家族介護者の会)14回実施

(11)心配ごと相談事業

●各種相談事業 第 1～ 4水曜日 相談件数 16件
■無料弁護士相談 (年 6回・奇数月)相 談件数 24件

(12)広報と調査活動

■社協だよりの発行 (共同募金配分金)5回 発行
■在宅高齢者世帯の調査活動 (独居・高齢者世帯等)

福祉サービス利用支援部門

(13)地域福祉権利擁護事業

(14)要援護世帯等の福祉活動の推進

■生活福祉資金の貸付及び償還の指導

在宅福祉サービス部門

(15)居宅介護支援事業

■身体障害者・知的障害者・児童へのホームヘルプ事業

(障害者自立支援)
。対象者8名 年間派遣回数 448回  823.5時間
,生活管理指導員派遣事業
・対象者9名 年間派遣回数 291回 474.0時間

(16)各種在宅介護サービス事業

■福祉有償運送事業 2月 1日 より開始

亀邊

福祉有償運送事業研修会

この社協だよりは、共同募金の配分金より発行しています。



社協だより 平成20年 8月 8日

◎
い
じ
め
や
困
り
こ
と
相
談
開
設
し
て
い
ま
す
　
第
３
金
曜
日
　
１０
時
～
１５
時
　
［電
話
相
談
窓
口

８
田
１
２
６
１
０

法人運営部門

(1)社会福祉協議会の運営
■理事会・評議員会の開催 理事会/6回 評議員会/4回
■役員・言平議員研修会の開催

■苦情解決体制の整備、事業活動・サービス内容等の評価

■個人情報の保護と適正な管理

地域福祉活動推進部門

(2)住民主体の地域福祉活動の推進
■福祉推進委員会の開催 (5/2)

●小地域ネットワーク活動の育成と支援

■ミニデイサービス事業の育成と支援

延べ回数263回 延べ参加者数 6,522名
●地域包括支援センターとの連携

■地域福祉講座の開催 (全4回 )

平成19年度
太刀洗町社会福祉協議会

平成 19年度は、「住みなれた地域で安ノらして暮らせる、支

社会福祉協議会の基盤整備については、昨年度の理事・評

意見を受け入れ、事業を進める事出来ました。

小地域福祉活動の推進については、地域の中での福祉課題

早い対応が出来る体制づ<り が確立されつつあります。

福祉有償運送事業の推進については、大刀洗町福祉有償運

20年 2月より事業開始することとなりました。

以上、要点を述べ、詳細については沢のとおり報告いたし

'福
祉協力員の育成 110名登録

(3)高齢者福祉の推進事業
■男性の料理教室への支援 毎月第1木曜日
参加者:17名 実施回数:12回
■独居老人への味噌配布事業への援助

■福祉バス運行事業

・老人クラブ温泉送迎 運行回数 190回
延べ利用者数 4,876名
。その他 運行回数 62回 延べ利用者数 2,240名
■老人クラブの育成と支援

(4)障害者福祉の推進事業
■語ろう会 (障害者当事者及び家族の会への支援)

第1月 日程 18回実施

平成19年度

(単位 :円 )
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3.共同募金配分金事業経理区分  |

4.居宅介護等事業経理区分

5.ボランティアセンター経理区分

6.生活福祉資金貸付事業経理区分 |

7.心配ごと相談事業経理区分  |

292,442

378,401

226,221

3,000

37,900

3,785,700

2,288,895

500,000

176,700

345,000

3,952,907

2,213,216 1

674,720 1

176,700 1

342,940

32,000,135

1,441,000

32,643,773

2,108,633

3,544,035 1

159,167

125,235

454,080 1

51,501 1

3,000 1

39,960

8.福祉バス運行事業経理区分

9.福祉有償運送事業経理区分

192,201

0

3,591,750

144,640

3,613,966

117,991

169,985 1

26,649 1

4,573,612 1

ミニデイサービス事業

事業収支計算 総括表

会計名    経 理 区分 名

11.法人運営経理区分

2.地域福祉活動事業経理区分

期 首 金 額
(前年度繰越金)

4,187,673

1    826.800

収 入 済 額 決 算 額

計 6,144,638  1  44,273,820 45,844,846△

この社協だよりは、共同募金の配分金より発行しています.



社協だより平成20年 8月 8日

◎
行
政
相
談
開
設
し
て
い
ま
す
　
一弔
４
水
曜
日
　
９
時
～
１２
時
　
［電
話
相
談
窓
□

８
２３
‐
２
６
１
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社
会
福
祉
協
議
会
役
員
の
交
代
に
つ
い
て

平
成
２０
年
４
月
２‐
日
第
１
回
役
員
会
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
い
評
議
員
が
選
任
さ

れ
、
５
月
２‐
日
第
２
回
評
議
員
会
に
お
い
て
理
事

・
監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
６
月
２
日
第
３
回
役
員
会
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表
で

あ
る
会
長
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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こ
の
度
、
大
刀
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
柳
好
と
申
し

ま
す
。
福
祉
行
政

・
活
動
に
は
、
知
識
も
経
験

も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
身

の
引
き

締
ま
る
思
い
で
使
命
の
重
さ
を
受
け
止
め

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
日
々
勉
強
を
重
ね
て
職
務

を
全
う
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

が
急
激
に
変
化
す
る
中
、
特
に
少
子
高
齢

化
が
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
る
中
で
、
地
方

分
権

・
地
域
の
活
性
化
が
叫
ば
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
う
い
う
変
化
の
時
代

の
中
に
あ

っ
て
、
特
に
社
会
福
祉
協
議
会

の
活
動
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
視

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

「誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域
に
す
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
を
命
題
に
、

諸
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
活
動

・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
さ
ら
に
充
実
す
る
よ
う
、

ま
た
地
域
の
皆
様
に
大
刀
洗
町
に
住
ん
で

平
成
二
十
年
五
月
末
日
を
も
っ
て
、
大

刀
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
を
退
任
い

た
し
ま
し
た
。

四
年
も
の
長
い
間
、
大
任
を
果
た
す
こ

と
が
出
来
た
の
も
、
皆
様
の
暖
か
い
ご
指

導

。
ご
鞭
撻
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。平
成
十
六
年
六
月

一
日
に
着
任
、
四
日

後
に
小
郡
市
社
協
と
大
刀
洗
町
社
協
の
合

併
協
議
会
に
出
席
、　
一
ヶ
月
後
に
合
併
解

散
と
な
る
。
第
四
回
福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス

ポ
ー
ツ

・
文
化
祭
甘
木

。
朝
倉

・
筑
後
地

区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
設
立
及
び
記
念
式
典
、
子
ど

も
見
守
り
隊
の
立
ち
上
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
島
田
洋
七
氏
の
講
演

会
、
福
祉
有
償
運
送
事
業
の
推
進
な
ど
、

数
多
く
の
事
業
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
の
た
く
さ
ん
の
方
々

と
の
出
会
い
は
、
私
の

一
生
の
宝
と
な
り

ま
し
た
。
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
環
境
の
中
で
、
自

分
た
ち
の
住
む
町
を
自
分
た
ち
の
手
で
住

み
続
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
よ
ろ
ず
な
ん

で
も
活
動
、
助
け
ら
れ
た
り
助
け
た
り
の

支
え
合
い
の
活
動
。

「こ
こ
で
ず

っ
と
暮

ら
し
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
活
動
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
、
今
後
は
地
域
の
中
で
自
分
に
出
来

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
、
筒
井
裕
子
で
す
。
主
に
ミ
ニ

デ
イ
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
だ
、
分
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、

皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
が
、
い
ろ
い
ろ
ご
指
導
い
た
だ
き
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
頑
張

っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

鴫

願
い
い
た
し
ま
す
Ю
　

　

　

」

長　　　　　　融いとっなれ嵯瀬噛』量「努めて参り

〈ム，　　　　重赫峰試ば畔哺開Ｆは確ヽ
．に協励議

彬

　
　
　
　
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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前会長

古 賀 芳 男
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この社協だよりは、共同募金の配分金より発行しています。
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『
ひ
よ
う
た
ん
村
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で
の
そ
う
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流
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や
困
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こ
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て
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ま
す
　
第
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金
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時
～
１５
時
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７
月
６
日
、
梅
雨
明
け
し
て
太

陽
が
照
り
つ
け
る
中
、
森
拓
也
さ

ん
宅

（通
称
‥
ひ
ょ
う
た
ん
村
）

に
て
、
語
ろ
う
会
２４
名
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
４
名
と

で
そ
う
め
ん
流
し
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
で
、
そ
う
め
ん
を

姉
で
た
り
、
薬
味
を
刻
ん
だ
り
、

そ
う
め
ん
を
流
す
竹
の
準
備
を
行

い
、
冷
た
い
水
と
と
も
に
流
れ
る

そ
う
め
ん
に
舌
鼓
を
打
ち
、
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

七
夕
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
み
ん

な
で
短
冊
に
願
い
を
書
き
、
笹
に

飾
り
付
け
し
ま
し
た
。

今
回
そ
う
め
ん
流
し
を
行

っ
た

山
限
に
あ
る

『
ひ
ょ
う
た
ん
村
』

は
、
大
刀
洗
川
の
そ
ば
で
田
ん
ぼ

に
囲
ま
れ
た
静
か
な
場
所
で
、
木

造
の
建
物
は
、
木
の
香
り
や
畳
の

匂
い
に
包
ま
れ
た
心
落
ち
着
く
空

間
に
な

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

立
ち
寄

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

ン

畿
　
爾
爾

　
。
　
畿
購

　
艤
　
轟
鬱

　
艤
　
爾
購

　
撥
　
爾
議

　
饉
　
爾
鸞

　
爾
　
畿
膠

　
０
　
爾
覇

　
艤
　
爾
鰺

　
饉
　
爾
響

　
罐
　
機
饉
　
會
　
爾
鷺

　
畿
　
儘
聾
鬱

福岡県社会福祉協議会からの お 矢口ら せ

福岡県社会福祉協議会では各種相談を行つてあります。

相談は無料です。秘密は守ります。

高
齢
者
専
門
相
談

相談の種類   相 談 員

高齢
亥 :勒仕
相談 相談員

披雷観啓
『
約制)弁 護士

¬厖畠信瞑鐸
談  医  師

相 談 日
利 用 時 間

電 話 番 号

火曜日～日曜日
9:00～ 16:00
092-584-3344
水曜日
13:00～ 16:00
092-584-3344
木曜日
12:00～ 14:00
092-584-3344
金曜日
10:00～ 16:00
092-584-3344
火曜日～日曜日
9:00～ 16:00
092-584-3349
火曜日～日曜日

9:00～ 17:30
092-915-3511
火曜日～日曜日
9:00～ 17:30
092-584-7411

相談内容等

高齢者や家族の悩み、心配ごと、健康について

等生活全般に関すること

金銭賃借、悪徳商法、遺産相続など、法律に関

すること

高齢者の病気についての悩み、医療に関するこ

と

各種公的年金の受給資格等の年金に関すること

や雇用保険に関すること

仕事の紹介 (主に福岡地区)、 あつせん、就労

に関すること

福祉サービス (社会福祉施設や在宅サービス等)

を利用して困つたこと、苦情に関すること

飛架雰逸努

"F層

狂塀翌唇房お霜鷹翠暫普基優
管理に関すること

高齢者無料職業紹介  相 談 員

福祉

凛襄箱象

苦情  相 談 員

(普督捏錯響型雙麗霞羹)相 談員
※土、日曜日、祝日も相談に応じます。ただし、

年末年始 (12月 29日 ～ 1月 3日 )は休みです。
毎月第 4月 曜を除く月曜日 (当 日が祝日の場合はその翌日)、

相談の種類によっては、面接や手紙による相談も受け付けます。

1■織
1鷲

`
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為|」ウキあ衣二じ ◎
母
子
寡
婦
相
談
開
設
し
て
い
ま
す
　
一弟
３
水
曜
日
　
９
時
～
１２
時

キリンビールのポピー見学へ行きました。ポピ

ーも満開で、天気もよかったのでみんなニコニコ

笑顔でした。野外で食べたお弁当も、さぞおいし

かったでしようね。

佐賀の施設より、ボール体操の指導に来ていた

だきました。初めてのボールを使った体操に、会

員さんもボランティアさんもにこにこしながら普

段よりも体が動いているようでした。

高樋ミニデイ

言 管
鑢  椰

蝙 ‐警
・・・ =・

五月にちなんで、 こいのぼ リゲームなどを行
ました。近所のみんなと公民館で遊ぶことなど

ったにないので、みんな楽しんでいました。

東本郷ミニデイ

会員のみんなで、七夕の笹飾りを作りました。

手が器用な人も、そうでない人も、それぞれが頑

張つて作ったので、立派な笹飾りが出来上がりま

した。

攣lt鑢

栄田ミニデイ

|二「 1藤1議●::● 1.111‐酔 ,‐ |.=‐

=

睦

駆

群

畿

い

め

↑
難・畿

鬱
匙

避
匙

梅
雨
も
明
け
、
本
格
的
な
夏
が
来
て

い
ま
す
。
毎
日
本
当
に
暑
い
で
す
。
今

回
の
社
協
だ
よ
り
に
も
掲
載
し
た
と
お

り
、
今
年
度
は
社
協
と
し
て
も
大
き
く

体
制
が
変
わ
り
、
新
た
な
事
業

へ
進
ん

で
い
き
ま
す

の
で
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、

７
月
７
日
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、

旧
暦

の
８
月
７
日
が
あ
り
ま
す

の
で
七

夕

の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ミ

ニ
デ
イ
で
毎
年
笹
飾
り
を
作

っ
て
い
ま

す
が
、
由
来
な
ど
は
よ
く
覚
え
て
な
か

っ
た
の
で
、
ち

ょ
っ
と
調

べ
て
み
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
。
も
と
も
と

は
中
国
の
お
話
で
、
簡
単
に
言
え
ば
働

き
者

の
織
姫
と
彦
星
が
、
結
婚
し
た
と

た
ん
余
り
の
ラ
ブ
ラ
ブ
さ
で
、
仕
事
を

し
な
く
な

っ
た
ん
で
、
王
様
み
た
い
な

人
が
年
に
１
回
、
７
月
７
日
し
か
会
わ

せ
な
く
し
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。

付
き
合

っ
た
相
手
で
生
活
が
変
わ
る
こ

と

っ
て
よ
く
あ
り
ま
す
よ
ね
。

こ
ん
な

こ
と
で
し
よ
う
か
。
ち
な
み
に
、
星
で

一言
い
ま
す
と
、
織
姫
が
こ
と
座

の

一
等

星
ベ
ガ
で
、
彦
星
が
わ
し
座

の

一
等
星

ア
ル
タ
イ
ル
だ
そ
う
で
す
。
名
前
は
聞

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
星
に

つ
い

て
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
の
で
、
ど
れ
が

ど
れ
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
何
と
な
く

ロ
マ
ン
チ

ツ
ク
で
す
ね
。

昔
は
、
小
学
生
に
上
が

っ
た
ら
七
夕

で
、
大
き
な
ス
イ
カ
と
笹
飾
り
で
お
祝

い
を
し
て
い
た
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

今
も
や

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ

れ

っ
て
、
日
本

の
中
で
も
筑
後
地
区
だ

け
の
行
事
ら
し
い
で
す
。

ち
な
み
に
、
台
湾
で
は
七
夕

の
日
が

日
本
で
い
う
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
み
た

い
に
な

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ち

ょ
っ

と
は
た
め
に
な

っ
た
で
し
よ
う
か
。
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